
























































































英米学科の仕事では、村田先生は 2007 年度と 2008 年度に英米学科代表を
務められ、その際に新たに非常勤講師との懇談会を新学期に開催することや
各専攻科目のガイドラインの策定を本格的に進められました。授業科目担当
者を決めていく中で、どうしても担当者が見つからない場合、学科の窮状を
見て率先して手を挙げて引き受けられ、学科教員で分担していく学務につい
てもいつも積極的に担当されました。この「困った時の村田頼み」は相変わ
らず健在で、定年退職後も無理をお願いして大学院科目のみならず学科の専
攻英語についても、他に代えがたい存在として継続して担当をお願いするこ
とになりました。定年後には北海道に戻ってご家族でゆっくり過ごす予定を
しておられたのではないかと思いますが、もう少し力を貸していただければ
と思っています。北海道出身ということでもちろんスキーは得意ですが、ス
ポーツでは他にテニスに長けており、外大のテニス部の顧問も務め、毎週木
曜日の午後はテニス日ということでテニス仲間やクラブの学生たちと真剣に
テニスに取り組んでおられました。最近はクラブのメンバーに強い学生が増
えてきてなかなか勝てないと少し寂しげに語られたのが印象的です。 
研究室が隣になってから 15 年間お世話になりました。お酒も好きな村田
先生と一緒に飲むのは楽しく、謙虚で人間味あふれる懐の深さ、思いやりの
村田先生を送る言葉
6温かさ、教育研究者としての熱さには心打たれました。研究室の書棚には「北
海道の寒さにも負けへんくらいあたたかい教師」という筆書きが飾ってあり
ます。さまざまな場面で熱い教師としての村田先生と接することができまし
た。村田先生との出会いは自分の教師生活の中でいつまでも大切にしていき
ます。村田先生ありがとうございました。 
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